
問５８ この第八の戒めは、私たちに何を教えていますか。 

（第八の戒め：「盗んではならない」） 

 

答え 私たちが、正直に働いてお金をえることです。私たちは、不正な方

法で他人の物を自分の物にしてはならないのです。 

 

聖書 兵士たちもヨハネに尋ねた。「この私たちはどうすればよいのでし

ょうか。」ヨハネは言った。「だれからも、金を力ずくで奪ったり脅

し取ったりしてはいけません。自分の給料で満足しなさい。」 

（ルカの福音書３章１４節）  

 

＜解説＞ 

 創世記２章１５節に「神である主は人を連れて来て、エデンの園に置

き、そこを耕させ、また守らせた。」とありますように、神様は人が骨折

って働くことをみこころとしておられました。また箴言１０章４節に「無
精者の手は人を貧乏にし、勤勉な者の手は人を富ませる。」とありますよ

うに、私たちは勤勉に働くことで収入を得なければなりません。それと同

時に箴言１０章２２節に「人を富ませるのは主の祝福。人の苦労は何も増
し加えない。」とありますように、なすべき仕事が与えられ、仕事をする

だけの体力と健康が与えられていることも含め、すべてが主の祝福である

ことを忘れないようにしましょう。それと同時に私たちは与えられた富を
どのように用いるかということも大切です。箴言１１章２５節「おおらか

な人は豊かにされ、他人を潤す人は自分も潤される。」とありますよう

に、仕事を通して得た富を、主からの祝福として自分のためだけに用いる
のではなく、富をもって他の人を潤すような信仰者でありたいと思わされ

ます。

４月２６日（日）主日礼拝レジュメ 

「聖書が与える知恵」 伝道者の書２章１２，１３節 

 
１２節の後半「そもそも、王の後を継ぐ者も、すでになされたことをする

にすぎない。」とは、後継者に対する伝道者の懐疑的な思いを表現している

のか？ソロモン王の後継者であったレハブアムは国の統治に失敗した。その
ように後にやってくる将来的事柄についての不信を表明しているのか？むし

ろ、伝道者（ソロモン王）が「私は振り返って、知恵と狂気と愚かさを見

た」と言っているが、次に後継として出てくる王は、自分が見出した以上の
知恵、狂気、愚かさを見出すことがない、だから「そもそも、王の後を継ぐ

者も、すでになされこと（ソロモンがなしたこと、見出したこと）をするに

過ぎない」と言っている。それが意味しているのは、同じことをただ繰り返
しているにすぎず、だれであってもソロモンと同じような結論、すなわち

「空の空、すべては空」との結論以上のものを見出すことはできない、１１

節にありますように「見よ。すべては空しく、風を追うようなものだ。日の
下には何一つ益になるものはない」との結論に達するということ。 

 

そして１３節「私は見た。光が闇にまさっているように、知恵は愚かさに
まさっていることを」とあるが、光の中を歩むなら、私たちは道に迷うこと

なく歩むことができ、闇だと私たちの心にはさまざまな恐れや心配が出てく

るが、光の中では恐れはない。また闇の中を歩めば、つまずき倒れる心配が
あっても、光の中を歩むならそのような心配はない。そのような意味で光は

闇にまさっていると言える。同様の意味で、知恵は愚かさにまさっている。

知恵には、神から来る知恵があり、それは神のことばである聖書の言葉から
来る。世の中の知恵は、私たちにこの世の中でどう生きればいいのかを教

え、聖書の知恵は、人がなぜ生きるのか、人はどこから来て、どこへ行くの

かを教える。さらに、聖書のことばは私たちの心に光をあてる。 
 

聖書が与える知恵は、世の中のさまざまなものが与える知恵にまさってい

る。ぜひ聖書の与える知恵を自分のものにしていただきたい。 


